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での は， - の範囲であった．南極大陸沿岸域での は比
較的低く， 前後であった． - °の海域では， 以上の値を示すこと


































測 定 方 法
東京海洋大学「海鷹丸」の第 次航海（ケープタウン 年 月 日出港~フリーマ
ントル 年 月 日入港，以下， )，第 次航海（ケープタウン 年 月
日出港~フリーマントル 月 日入港，以下， )，第 次航海（ケープタウン
年 月 日出港~フリーマントル~ホバート 年 月 日入港，以下， )，そ
して第 次航海（ベノア 年 月 日出港~ケープタウン~フリーマントル 年
月 日入港，以下， ）において，サンフォトメータ（
）により太陽直達光の観測を行った．各航海の航跡図を図 に示す．観測波長は， ，
， ， ， の 波長である．観測は太陽周辺に雲がない日に随時実施した．測
定手順は （ ）に基づき，暗電流を補正するため電源を にし


















ゆるラングレー法検定観測を， 年 月 日に富士山須走口五合目で実施した．この
観測で得られた機器定数は，納入時の値に対してそれぞれの波長で－ ~－ 変化して
いた．機器定数は主に干渉フィルターの劣化により経年変化することが指摘されており，








器定数が－ ~－ 変化しており，機器定数が± 変化したと仮定した場合， の
誤差は，各波長において± 程度であると見積もられる．






日本各地域で観測された での の季節ごとの平?値は - であり（
)，南極海での が低いことがわかる． の緯度ごとの分布は，
南極大陸沿岸域では比較的低く 前後であった．一方，暴風圏として知られている -


















長の関係は直線となるが， と の は直線からずれた値もみられた．
の も ほどではないが，ずれていたケースがみられた．そのため，比較的安














とを比較した． での の落ち込みが大きかった の 年 月 日
（ ）前後の測定を対象とした． （ ）による方法では，昭和基
地で実施されたレーウィンゾンデによる気温の鉛直分布の測定結果から求めた，単位体積
あたりの分子数を使用した値も算出した． （ ）の方法では，緯度がもっ
とも近い 基地（ ° ′， ° ′）の値を使用して算出した．計算結果を表 に







くなることを意味している．この測定時の平?した は で ， で
であった． の に を加えると となり，ずれが大幅に改善され
ることがわかった．
を用いた船上での の観測の精度は， （ ）の見積







測を実施した．南極海インド洋セクターの での は， - の範囲であっ
た． は，南極大陸沿岸域では比較的低く， 前後であった．一方，暴風圏として知
られている - °の海域では， 以上の値を示すことがあった．インド洋低中緯度帯で









気エアロゾルの粒径が大きくなると?えられる． と の は直線からず
れる傾向がみられた．これらの波長帯は，太陽光の放射照度が他の波長帯と比較して弱く，

















笠松伸江・堀本奈穂・茂木正人・高橋邦夫・長田和雄・平譯 享・石丸 隆・福地光男（ )「海
鷹丸を用いた南極研究ワークショップ 」報告．南極資料， ， - ．
-
長田和雄・原圭一郎・矢吹正教・西田千春・小林 拓・三浦和彦・上田紗也子・林 政彦・橋田
元・塩原匡貴・和田 誠・山内 恭（ )海洋観測専用船による南極海の大気エアロゾル
観測．南極資料， ， - ．
-
?海鷹丸」南極航海で観測された大気エアロゾルの光学的厚さ
